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協
議
員
会
は
今 

８
月
と
９
月
の
定
例
協
議
員
会

で
検
討
し
た
内
容
や
確
認
事
項
を

一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ
の
ふ

り
返
り
。
来
年
は
公
民
館
で
の

展
示
は
取
り
止
め
等 

② 

敬
老
の
日
の
催
事
は
今
年
も
区

内
対
象
者
１
２
９
名
に
お
祝
い

金
配
付 

③ 

秋
祭
り
に
つ
い
て
実
行
委
員
会

組
織
を
検
討 

④ 

国
道
３
１
２
号
線
の
区
内
側
溝

整
備
工
事
は
８
～
１
１
月
に 

⑤ 

「
民
俗
学
の
道
」
整
備
の
動
き 

⑥ 

ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
徹
底
の
た
め

看
板
設
置 

⑦ 

協
議
員
選
出
選
挙
の
あ
り
方 

 

《 

当
面
の
予
定 

》 

９
月
２
５
日 

道
普
請
（
少
雨
決
行
） 

１
０
月
８
・
９
日 

秋
祭
り 

 
 

 
 

１
１
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

１
１
月
２
６
日 

人
権
学
習
会
・
青

少
年
健
全
育
成
懇
談
会 

１
２
月 

各
種
団
体
・
隣
保
長
会
議 

お
知
ら
せ 

■
県
指
定
文
化
財
三
木
家
住
宅 

保
存
修
理
工
事
に
つ
い
て 

平
成
２
３
～
２
７
年
度
ま
でⅠ

期
工
事
と
し
て
、
主
と
し
て
主
屋
の

修
理
工
事
が
行
わ
れ
る
。
業
者
は
姫

路
市
林
田
の
三
木
家
住
宅
の
工
事

な
ど
も
手
が
け
た
加
西
市
の
神
田

組
。
今
年
度
は
主
屋
の
半
解
体
工
事

が
な
さ
れ
、
一
部
は
軸
組
（
建
築
物
に

お
い
て
土
台
・
柱
・
梁
・
筋
交
な
ど
の
直
線

部
材
で
構
成
さ
れ
る
骨
組
）
ま
で
解
体
さ

れ
る
そ
う
だ
。
来
年
度
に
は
復
元
工

事
に
移
行
予
定
。
併
せ
て
、
工
事
完

了
後
の
活
用
方
針
の
策
定
も
今
年

度
か
ら
始
ま
る
。
な
お
、Ⅱ

期
工
事

（
副
屋
や
離
れ
等
）
は
平
成
２
８
～

３
１
年
度
の
予
定
。 

■
鈴
木
ま
き
子
さ
ん(

７
隣
保)

が
辻

川
区
の
民
生
委
員･

児
童
委
員
に
。 

任
期
は
２
年
４
ヶ
月
。
前
任
の
内 

藤
政
義
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

■
上
延
英
一
さ
ん(

５
隣
保)

が
福
崎
町 

農
業
委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

任
期
は
３
年
。
農
地
に
関
す
る
問

題
等
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

■
辻
川
鬼
太
鼓
、
青
葉
台
で
熱
演 

 

８
月
２
０
日
、
昨
年
に
引
き
続
き

青
葉
台
（
須
加
院
）
の
夏
ま
つ
り
へ
。

小
雨
上
が
り
の
涼
し
い
会
場
で
子

供
に
大
人
気
の
鬼
太
鼓
で
し
た
。 

 

宮
当
番
よ
り
祭
礼
行
事
の
報
告 

◆
７
月
１
０
日
（
日
）
夏
え
び
す 

        

◆
７
月
１
７
日
（
日
）
夏
ま
つ
り 

 

区
長
さ
ん
は
じ
め
役
員
や
当
番

の
方
二
〇
余
名
の
参
加
（
内
、
井
ノ

口
か
ら
六
名
）
の
下
、
お
奉
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
．[

十
一
隣
保] 

 

事
業
報
告 

◆
７
月
２
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

７
～
８
月
の
行
事
・
事
業
確
認 

② 

辻
川
界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ
の

詳
細
説
明
・
依
頼 

③ 

交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
事
業
は
七

月
十
日
の
交
通
安
全
祈
願
祭
・
パ

レ
ー
ド
か
ら
ス
タ
ー
ト 

④ 

自
治
会
対
抗
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
参
加
と
各
隣
保
か
ら
の
選
手

推
薦
に
つ
い
て
〔
体
育
普
及
員
〕 

⑤ 

秋
祭
り
の
法
被
（
大
人
・
子
供
）

と
提
灯
（
御
神
灯
）
の
申
し
込
み

に
つ
い
て
〔
青
年
団
〕 

⑥ 

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
辻
川

区
の
防
災
用
具
の
管
理
は
？ 

 
 

→
大
半
の
資
機
材
は
公
民
館
倉
庫

に
保
管
。
そ
の
一
覧
表
も
各
所
に

掲
示
し
て
い
る
。
発
電
機
の
定
期

点
検
は
消
防
団
に
依
頼 

◆
７
月
３
日
（
日
） 

辻
川
山
の
手
入
れ 

 

各
隣
保
か
ら
一
名
と
協
議
員
で

鈴
の
森
神
社
境
内
と
ふ
れ
あ
い
広

場
か
ら
山
腹
の
散
策
道
周
辺
の
下

刈
り
や
清
掃
を
行
っ
た
。
お
宮
で
の

夏
の
神
事
等
に
向
け
て
「
露
払
い
」

が
で
き
た
。 

お
疲
れ
様
。 

    

 

 

福
崎
町
子
供
会 

球
技
大
会 

▽
７
月
９
日
（
土
） 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）
４
位 

一
回
戦 

○ 

２
―
１ 

田
口･

長
野 

二
回
戦 

● 

０
―
２ 

井
ノ
口
北
野 

三
位
決
定
戦 

● 

０
―
２ 

新
町 

各
地
区
代
表
が
集
ま
っ
た
町
大
会
で

の
初
戦
突
破
は
見
事
。
よ
く
頑
張
っ
た
。 

◆
７
月
１
０
日
（
日
） 

交
通
安
全
祈
願
祭
と
パ
レ
ー
ド 

 

１
９
７
８
年
に
始
ま
っ
た
「
交
通

安
全
モ
デ
ル
地
区
」
事
業
。
各
地
区

持
ち
回
り
で
２
巡
目
の
ス
タ
ー
ト

が
今
年
度
の
辻
川
区
。
嶋
田
町
長
は

じ
め
町
交
通
安
全
対
策
会
議
や
交

通
安
全
協
会
か
ら
の
参
加
者
も
交

え
、
梅
雨
明
け
後
の
炎
天
下
、
六
〇

余
名
が
集
っ
た
。
鈴
の
森
神
社
な
ら

で
は
の
小
学
生
に
よ
る
絵
馬
奉
納

も
あ
り
、
賑
や
か
な
集
会
と
パ
レ
ー

ド
に
な
っ
た
。
９
日
付
神
戸
新
聞
に

予
告
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も

気
運
を
盛
り
上
げ
た
。 

                

◆
７
月
３
１
日
（
日
） 

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦 

◆
７
月
３
１
日
～
８
月
７
日 

辻
川
界
隈
展 

今
年
は
何
と
言
っ
て
も
七
夕
飾

り
が
灯
籠
飾
り
に
変
わ
っ
た
こ
と
。 

大
灯
籠
２
１
個
は
協
議
員
の
新
見

さ
ん
作
、
小
灯
籠
８
０
個
は
姫
路
市

大
塩
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
日
笠
山
の
じ
ぎ
く
園
」
の
皆
さ
ん

に
よ
る
も
の
。
「
の
じ
ぎ
く
園
」
か

ら
は
こ
の
内
３
０
個
が
辻
川
区
に

寄
贈
さ
れ
た
。
感
謝
。 

 

今
年
か
ら
当
分
の
間
、
三
木
家
住 
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観
光
ガ
イ
ド
交
流
会 

 

区 

長 
 

釜 

坂 

道 

弘 

こ
の
度
、
神
河
、
市
川
、
福
崎
の
神
崎
郡
３
町

と
生
野
町
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
観
光
ガ

イ
ド
が
交
流
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
魅
力
を
共
有

し
観
光
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、｢

銀

の
馬
車
道
ガ
イ
ド
交
流
会｣

が
発
足
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

こ
の
交
流
会
に
は
、
福
崎
町
か
ら
地
元
で
活
躍

す
る
辻
川
界
隈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
参
加
し

ま
す
。
各
町
の
魅
力
を
共
有
し
な
が
ら
、
今
後
も

辻
川
界
隈
の
観
光
を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
も
う
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
辻
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
平
成
１

９
年
に
「
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う｣

と
い
う

取
り
組
み
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
町
内
の
方
の
み

な
ら
ず
町
外
か
ら
訪
れ
た
方
々
に
辻
川
界
隈
の
魅

力
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
同
時
に
歴
史
・
文
化
の

継
承
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
、
あ

な
た
も
ガ
イ
ド
と 

し
て
参
加
し
て
い 

た
だ
け
れ
ば
と
思 

い
ま
す
。 

7月 3日 辻川山の手入れ 

7月 10日 児童代表による 

交通安全の誓いとパレード 

8月 6日 辻川山山頂からの夜景 

福崎町制 55周年記念事業 

8月 6日 サルビア田園アート 

     9 月 3 日台風 12 号により市川が増水

し、18 時頃に田原では井ノ口・西野・吉田・八反

田・長目地区に避難準備情報が発表された（神崎

橋水位標が氾濫注意水位に達したため）。その後、

深夜の生野ダム緊急放水と豪雨（0～2時に53ｍｍ）

を受け、4 日 2 時には避難勧告が発令された(3 時

には水位が最高 5.92ｍに〔平常時の水位より約 4.5

ｍ上昇〕)。辻川消防団も徹夜で警戒に当たった。 

台風豪雨 

http://www10.plala/


       

宅
が
保
存
修
理
工
事
の
た
め
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
公

民
館
が
新
た
な
展
示
会
場
に
な
っ

た
。
展
示
作
品
と
し
て
は
、
例
年
お

願
い
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
に

荒
木
富
佐
子
さ
ん
の
和
紙
人
形
展

が
加
わ
っ
た
。
「
昭
和
」
を
思
い
出

さ
せ
る
荒
木
さ
ん
の
人
形
に
は
、
辻

川
の
街
角
に
常
設
し
た
い
温
か
さ

が
あ
っ
た
。 

        

◆
８
月
６
日
（
土
） 

民
俗
学
の
夕
べ 

今
年
は
柳
田
國
男
五
〇
年
祭
と

第
５
回
民
俗
辻
広
場
ま
つ
り
が
同

時
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
地

区
外
か
ら
の
参
加
者
も
例
年
以
上

に
多
く
大
盛
況
の
夕
べ
に
な
っ
た
。

今
年
初
参
加
の
演
目
は
、
神
戸
モ
ン

キ
ー
ズ
の
猿
ま
わ
し
、
西
脇
か
ら
の

播
州
太
鼓
和
の
風
『
未
来
』
に
よ
る

太
鼓
と
エ
イ
サ
ー
、
そ
し
て
『
花
こ

ま
』
と
の
共
演
「
播
磨
の
田
植
え
踊

り
」
。
な
お
、
猿
ま
わ
し
に
は
商
工

部
会
よ
り
出
演
費
の
半
額
を
補
助

し
て
い
た
だ
い
た
。
毎
年
の
こ
と
な

が
ら
多
く
の
皆
様
に
お
世
話
に
な

っ
た
「
民
俗
学
の
夕
べ
」。
感
謝
。 

☆ 

秋
季
例
大
祭
日
程 

 

８
日 

宵
宮 

９
日 

本
宮 

☆ 

秋
祭
り
ま
で
の
予
定 

 

乗
り
子
練
習
開
始
：
９
月
１
０
日
～ 

 
 

屋
台
蔵
で
の
練
習
：
９
月
２
４
日
～ 

 

肩
合
せ
：
９
月
２
５
日
午
後
２
時 

☆ 

熊
野
神
社
宮
入
等
の
予
定 

 
 

宮
入
前
木
方
会
議 

午
後
１
時 

 
 
 

宮
入
開
始 

午
後
１
時
２
０
分 

 

昼
休
憩 

午
後
２
時
５
０
分
～ 

 

宮
出
開
始 

午
後
４
時 

 
宮
出
完
了 

午
後
５
時
２
０
分 

 
〔
正
午
～
午
後
６
時
：
田
尻
交
差
点 

 

～
辻
川
交
差
点
車
両
全
面
通
行
止
〕 

 
 

★
お
願
い
‥
青
年
団
員
が
激 

減
し
て
い
ま
す
。
祭
り
の
準 

 
 

備
や
運
行
に
一
層
の
ご
理
解 

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◆
８
月
１
７
・
１
９
日 

自
治
会
対
抗 

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 

一
回
戦 

○ 

８
―
７ 

鍛
冶
屋 

二
回
戦 

● 

８
―
９ 

新
町 

 

惜
し
く
も
３
位
だ
っ
た
昨
年
の

雪
辱
を
期
し
て
い
た
が
・
・
駒
田
監

督
・
岡
野
部
長
の
も
と
不
慣
れ
な
ス 

ポ
ー
ツ
公
園
グ 

ラ
ン
ド
で
善
戦
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

声
援
の
多
い
辻 

川
山
グ
ラ
ン
ド 

で
の
三
回
戦
進 

出
を
目
指
し
た 

が
一
歩
及
ば
ず 

残
念
。
来
年
こ 

そ
は
！ 

 

      

☆ 

宮
入
順
と
宮
中
で
の
位
置 

                  

◆
８
月
２
０
日
（
土
） 

交
通
安
全
教
室 

子
供
会
と
老
人
会
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
と
し
て
町
交
通
安
全
協
会

の
役
員
の
方
々
な
ど
、
六
〇
名
弱
の

出
席
者
が
交
通
安
全
教
室
に
集
っ

た
。
７
月
１
０
日
の
祈
願
祭
に
始
ま

っ
た
「
モ
デ
ル
地
区
」
事
業
の
一
環
。

福
崎
警
察
署
の
交
通
課
指
導
員
の

お
話
で
は
今
年
度
郡
内
で
発
生
し

た
人
身
事
故
の
約
６
０
％
が
福
崎

町
に
集
中
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
併

せ
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
鑑
賞
し
た
。 

 

  

８ 

松
岡
源
之
助 

 
 

の
社
会
貢
献 

 

松
岡
源
之
助
は
、
木
材
業
で
も
っ

て
、
巨
額
の
富
を
得
ま
し
た
。
彼
が

他
人
と
大
き
く
ち
が
う
と
こ
ろ
は
、

全
く
惜
し
げ
も
な
く
、
そ
れ
を
社
会

に
還
元
し
た
こ
と
で
す
。
前
回
紹
介

し
ま
し
た
田
原
小
学
校
の
講
堂
の

寄
付
も
そ
の
一
環
で
す
。
そ
の
他
の

寄
付
は
、
ほ
と
ん
ど
数
え
切
れ
な
い

く
ら
い
で
す
。
そ
の
幾
つ
か
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
ず
、
病
院
の
寄
付
を
挙
げ
て
お

き
ま
す
。
昭
和
八
年
五
月
、
旭
川
市

の
石
川
病
院
が
閉
鎖
に
な
り
、
源
之

助
が
買
収
を
し
ま
し
た
。
市
会
は
、

こ
れ
を
更
に
買
収
し
て
、
実
費
診
療

所
の
拡
張
に
充
当
す
る
計
画
を
た

て
、
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
資
金
の
目
途
が
つ
い
て

い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
市
長
は

源
之
助
を
招
致
し
て
、
市
会
の
経
過

を
説
明
す
る
と
共
に
、
可
能
な
ら
ば

全
額
寄
附
を
希
望
す
る
旨
を
話
し

た
の
で
す
。
源
之
助
は
、
「
自
分
の

素
志
は
遅
か
れ
早
か
れ
何
等
か
の

形
に
於
て
其
の
希
望
を
有
す
る
な

ら
ば
九
万
市
民
の
福
祉
の
為
に
欣

(

き
ん)

然
（
注
１
）

同
病
院
の
寄
附
を
申
出

で
た
い
」
と
話
し
た
の
で
す
。
昭
和

八
年
五
月
一
五
日
付
の
「
旭
川
新

聞
」
は
、
「
か
ゝ
る
多
額
の
寄
附
を

申
出
で
た
こ
と
は
旭
川
市
と
し
て

は
松
岡
氏
を
嚆
矢(

こ
う
し)

（
注
２
）

と
す

る
」
と
報
じ
て
い
ま
す
。 

 

次
に
、
夜
間
中
学
校
へ
の
基
本
財

産
の
寄
付
を
紹
介
し
ま
す
。
旭
川
中

等
夜
学
校
は
、
大
正
一
二
年
に
庁
立

旭
川
中
学
校
に
開
学
し
ま
し
た
が
、

昭
和
七
年
に
は
生
徒
が
減
少
し
廃

校
の
危
機
に
瀕
し
た
の
で
す
。
正
規

の
夜
間
中
学
を
目
指
す
財
団
法
人

設
立
を
企
画
し
ま
す
が
、
経
済
不
況

の
せ
い
も
あ
っ
て
困
難
を
極
め
て

い
ま
し
た
。
昭
和
一
〇
年
、
こ
う
し

た
窮
状
を
見
兼
ね
た
源
之
助
が
莫

大
な
山
林
と
有
価
証
券
を
寄
付
し
、

昭
和
一
二
年
に
財
団
法
人
旭
川
夜

間
中
学
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
財
団

法
人
は
そ
の
後
、
北
辰
中
学
、
旭
東

奨
学
会
と
改
称
さ
れ
、
現
在
も
生
徒

へ
の
奨
学
金
の
支
給
、
学
校
運
営
上

の
援
助
等
に
大
き
な
貢
献
を
し
て

い
ま
す
。
同
校
の
後
身
で
あ
る
北
海

道
立
旭
川
東
高
等
学
校
の
校
庭
に

は
、
同
校
の
八
〇
周
年
を
記
念
し
て

「
松
岡
源
之
助
翁
顕
彰
碑
（
注
３
）
」
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

も
う
ひ
と
つ
挙
げ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
東
京
の
目
黒
の
権
之
助
坂
を

下
り
た
と
こ
ろ
に
天
台
宗
の
大
圓

寺
と
い
う
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
背

山
の
墓
地
に
は
源
之
助
の
墓
が
あ

り
ま
す
。
同
寺
の
阿
弥
陀
堂
に
は
、

「
願
主 

松
岡
源
之
助
」
と
の
扁
額

が
懸
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
源
之

助
の
寄
進
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

か
ら
で
す
。
私
は
、
福
田
富
衍
住
職

か
ら
、
源
之
助
が
こ
の
堂
を
寄
進
し

た
時
に
、
併
せ
て
、
零
式
戦
闘
機
（
ゼ

ロ
戦
）
二
機
を
陸
軍
に
寄
附
し
た
。

阿
弥
陀
堂
は
零
式
戦
闘
機
一
機
分

の
費
用
を
要
し
た
の
で
、
こ
の
時
、

合
計
、
零
式
戦
闘
機
三
機
分
の
費
用

を
出
し
て
い
る
、
と
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。
同
寺
で
は
源
之
助
に
深
い
感

謝
の
念
を
抱
き
、
現
在
で
も
、
毎
朝
、

源
之
助
夫
妻
の
戒
名
を
唱
え
て
お

勤
め
を
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
堂
内
に

は
源
之
助
の
遺
影
が
祀
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

（
注
１
）

心
か
ら
よ
ろ
こ
ぶ
さ
ま 

（
注
２
）

物
事
の
は
じ
め
、
起
こ
り 

（
注
３
）

私
事
で
恐
縮
だ
が
、
私
の
職
場
に

旭
川
東
高
校
出
身
の
同
僚
が
い
る
。

彼
の
母
校
に
顕
彰
碑
が
平
成
一
五
年

に
建
っ
た
こ
と
を
知
り
、
ご
家
族
に

そ
の
写
真
デ
ー
タ
を
送
っ
て
い
た
だ

い
た
。
碑
に
は
「
…
兵
庫
県
田
原
村

に
お
い
て
一
家
の
長
男
と
し
て
生
を

受
け
た
翁
は
十
二
歳
で
父
を
失
い
、

明
治
二
四
年
渡
道
後
幾
多
の
辛
酸
を

嘗
め
な
が
ら
成
功
を
収
め
た
立
志
伝

中
の
人
で
あ
り
、
そ
の
傍
ら
、
教
育

や
医
療
な
ど
様
々
な
分
野
に
多
額
の

寄
付
を
続
け
る
な
ど
社
会
奉
仕
へ
の

情
熱
が
ひ
と
き
わ
高
い
人
で
し
た
。

…
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。（
田
﨑
） 

 
 
 
  

編
集
後
記 

「
辻
川
だ
よ
り
」
の
文
字
を
少
し
大
き

く
し
ま
し
た
。
従
来
は
Ａ
４
版
両
面
の

ス
ペ
ー
ス
に
収
め
る
た
め
に
文
字
の
寸

法
を
変
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
原

稿
や
記
事
の
多
い
と
き
に
は
Ｂ
４
版
に

変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
第
４
号

以
来
で
す
。 

 

さ
て
、
松
岡
秀
隆
さ
ん
に
よ
る
「
松

岡
源
之
助
」
は
い
か
が
で
す
か
。
本
年

四
月
十
四
日
付
け
神
戸
新
聞
に
、
大
門

の
高
井
佳
哉
さ
ん
に
よ
る
「
富
豪
一
代
．

松
岡
源
之
助
」
出
版
の
紹
介
が
載
っ
て

い
ま
し
た
が
、
松
岡
さ
ん
が
「
松
岡
源

之
助
傳
」
を
出
版
さ
れ
た
の
は
遡
る
こ

と
４
年
前
の
平
成
十
九
年
。
町
立
図
書

館
に
も
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非

併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ち
な
み
に
、

源
之
助
さ
ん
の
父
福
五
郎
と
妻
と
き
子

は
大
門
が
出
所
だ
そ
う
で
す
。（
田
﨑
） 

松岡源之助翁 

顕彰碑（注３） 

 守田悠紀さん提供 

☆ 

神
幸
渡
御
日
程
（
御
輿
が
お
旅
所
へ
） 

９
日 

9
:3
0 

祭
典
斎
行
（
熊
野
神
社
） 

1
0
:3
0
 

神
輿
渡
御
発 

1
0:
50
 

岩
尾
神
社
着 

1
1
:4
0
 

岩
尾
神
社
発 

1
2:
00
 

熊
野
神
社
着 

           
 本
殿      《東側》 

 《西側》  

 拝 殿 
 １．田尻 

２．大門 

４．井ノ口              ３．北野 

６．加治谷              ５．辻川 

８．中島         ７．西光寺 

１０．八反田         ９．西野 

１２．長目       １１．吉田 

            １３．亀坪 

 青年団からのお知らせとお願い 

 

鈴
の
森
神
社
の
玉
垣
に 

み
る
昔
の
辻
川
の
賑
わ
い 

舞 台 

鈴
の
森
神
社
の
玉
垣
に 

み
る
昔
の
辻
川
の
賑
わ
い 

→
荒
木
富
佐
子
さ
ん 

 
 
 
 

和
紙
人
形 

↑
森
崎
大
青
さ
ん
川
柳 

8月 6日  キッズダンス → 

↓ 猿まわしに魅せられて 

新乗子 6名 


